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育てよう地域の大きな輪
この町で「暮らしたい」を支えます

　第１次地域福祉計画の際
に実施したアンケートで、住
み慣れた地域の中でいつま
でも暮らしたいと考える方
が多くいるということがわ
かりました。
　自分や家族の老後、健康や
災害に不安があっても、ご近
所同士の支え合いがあり、必
要なときには医療や介護な
どの専門職の力を借りて、み
んながお互いを見守り、声を
かけあう関係がある。そんな
地域があれば、歳をとって
も、誰かの支えが必要になっ
ても、認知症になっても、自
分らしい「ふだんのくらし」
を続けられるはずです。
　そのために東浦町が地域
の皆さんとともに作り上げ
ているしくみ（地域包括ケア
システム）があります。

東浦町地域福祉計画に関する住民意識アンケート結果
（町内在住の18歳以上2000名に実施）

この町で暮らし続けたいですか。

どんなことに不安がありますか。（複数回答）

住み続けたい 76%

将来はもっと住みよい
ところに移りたい 15%

すぐに住みよい
ところに移りたい 1%

その他 8%
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東浦町に
住み続けたい人
約７割！

老後や健康、災害
に 関 す る 不安 を
抱えている！
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人生の人生の
ゴールまでゴールまで

生まれて生まれて
からから

ご近所の支え合いご近所の支え合い

ふだんのくらしふだんのくらし

公的機関・専門職・民間企業などのサービス公的機関・専門職・民間企業などのサービス

障 が い 者相談障 が い 者相談
支援センター支援センター

医療医療

総合子育て支援センター総合子育て支援センター
（うららん）（うららん）

地域での防災訓練地域での防災訓練

配慮が必要な方への理解配慮が必要な方への理解

ご近所でのご近所での
助け合い・交流助け合い・交流

健康づくり健康づくり

学校学校

NPO・ボランティアNPO・ボランティア 民間企業民間企業

行政行政

介護介護

高齢者相談高齢者相談
支援センター支援センター

社会福祉協議会社会福祉協議会

　生まれてから人生のゴールまで「ふだんのくらし」を支えるためのさまざまな要素があ
ります。ご近所での支え合い・NPO・ボランティア・行政・専門機関・民間企業などの
サービスを組み合わせ、必要なときに必要なサービスを受け取ることができるようなし
くみをつくることが重要です。地域の皆さん、専門職、民間企業、行政みんなで「ふだ
んのくらし」のしあわせを守り支えるしくみを作り上げていきましょう。

町の
地域包括ケア
システム

第13回は認知症の方を支える
しくみを紹介していきます。
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